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電話512-3233番

交通

東西嫁●!謹II露置より歩いて10分

南北線|置宣－・より|歩いて115分

１●地下鉄：東西嫁●㎜ぷり歩いて10分

，●市営パIス

(*"41真駒内行西)I']目発

(南54!･･札幌駅前宛・内jj丁目経由I，

(*"64)μ札幌駅北口発=1/･)

(南551藻岩行札幌駅前発！すすきの経由)

●t･ようてつバ'ス：

(7)石山大僑行札幌駅ターミチル発(南４条催由)

(8)石山中央行
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前号でヽお知らせしましたように、今年も例年じ‥●

おり哉ヽ会と医療講濃･会を右記の奪領にておこ1，

ないまず．
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膠頻貼Jレフして女匹に苓いか△

一強浸哀を.めぐづー※

札幌汐血烏坑艮斗枡石島巌軋ま

膠厩釦の応如跨柘J、全ヽ身禰闘絲維の変

化であ私膠ご呵西維ど勝吊剖防と八端

に嗜､･はホル１.くノが島捧にひ翁つっていゐ斜
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一一八ル久療丿衣グ刀争例を辿しで一一回ブ

勤匹協中火病院内科申斗秀紀光生

パノに療ふ回よ／曰/夕顔句位介回口什（斤

ノヅ吋丿八し呼短対州掴しΛにテ口什司

体内裏魁イ茅によ将ごヒて奘斟白菊右劇Ｍヽ

あゐ。パルス翻八をおこなった恵昔ダ和州加通しア

心ﾚｽ乖友の力戮て､触れて琲こい。
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双のおよ惣或以釆今件で/序FIを迎えることヵ気

でう圭した．こうして虎者会どしての士位がﾌﾞきよｶﾍﾞ

づうﾂﾞ詐紡コンクドトの衣玉迷てゐか、莉も方

ゐか々れ妬わらの東に亦る匹こかかうの及の会

ほヰ必のか紅ヽ､衣頌。倍ぎんの法鳶るこご尭見どご４

力に、かかフでいJ.ず。
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